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平成２３年第３回竜王町議会定例会（第１号） 

平成２３年８月１８日 

午後１時００分開会 

於 議 場 

１ 議 事 日 程（１日目） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第４０号 竜王町暴力団排除条例 

日程第 ４ 議第４１号 竜王町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議第４２号   竜王町税条例および竜王町税条例の一部を改正する条例の

一部を改正する条例 

日程第 ６ 議第４３号 竜王町企業立地促進のための固定資産税の特例に関する条

例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議第４４号 平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第３号） 

日程第 ８ 議第４５号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第１号） 

日程第 ９ 議第４６号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

補正予算（第２号） 

日程第１０ 議第４７号 平成２３年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第１１ 議第４８号 平成２２年度竜王町水道事業会計決算認定について 

日程第１２ 議第４９号 町道路線の認定について 

日程第１３ 議第５０号 町道路線の変更について 
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２ 会議に出席した議員（１２名） 

１番  蔵 口 嘉 寿 男 ２番 貴 多 正 幸 

 ３番  圖 司 重 夫 ４番 村 田 通 男 

 ５番  山 田 義 明 ６番 山 添 勝 之 

 ７番  菱 田 三 男 ８番 若 井 敏 子 

 ９番  岡 山 富 男 １０番 小 森 重 剛 

 １１番  大 橋  弘 １２番 寺 島 健 一 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４ 会議録署名議員 

 ８番  若 井 敏 子 ９番 岡 山 富 男 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 竹 山 秀 雄 代 表 監 査 委 員 吉 田 定 男

副 町 長 青 木  進 教 育 長 岡谷ふさ子

会 計 管 理 者 布 施 九 藏 総 務 政 策 主 監 川 部 治 夫

住 民 福 祉 主 監 山添登代一 産 業 建 設 主 監 小 西 久 次

総 務 課 長 松瀬徳之助 政 策 推 進 課 長 杼 木 栄 司

生 活 安 全 課 長 若 井 政 彦 住 民 税 務 課 長 田 中 秀 樹

福 祉 課 長 吉 田 淳 子 健 康 推 進 課 長 奥  浩 市

産 業 振 興 課 長 兼 
農業委員会事務局長 

井 口 和 人 建 設 水 道 課 長 村 井 耕 一

教 育 次 長 赤 佐 九 彦 学 務 課 長 市田太芽男

生涯学習課長心得 田 邊 正 俊   

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 福 山 忠 雄 書 記 臼井由美子
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開会 午後１時００分 

○議長（寺島健一） 皆さん、こんにちは。 

 ただいまの出席議員数は、１２人であります。よって、定足数に達しています

ので、これより平成２３年第３回竜王町議会定例会を開会いたします。 

 会議に入ります前に、町長より発言の申し出がございますので、これを認める

ことにいたします。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 皆さん、こんにちは。平成２３年第３回竜王町議会定例会の開

会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 

本日、第３回定例会を招集申し上げましたところ、議員各位には何かとご多用

の中お繰り合わせをいただき、ご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。また、

日ごろは町政全般にわたりまして格別のご指導とご鞭撻を頂戴いたし、感謝を申

し上げますとともに、梅雨明け以後、暑い日が続いておりますが、皆様ご健勝に

て、日夜を分かたず議会活動にご専念いただいておりますことに、深甚の敬意を

表する次第でございます。 

去る５月１６日の山中区を初日に進めてまいりました「まちづくり地域懇談

会」でありますが、途中、台風６号の影響で日程が少し延びましたものの、昨日

の島区で町内の３２全集落と１団体および１企業さんの寮を訪ねまして、合計３

４会場で懇談の場を持たせていただきました。約３ヶ月に及ぶ長丁場ではござい

ましたが、今回の懇談会を通じ、町の将来に向かって行政の指針とすべき数多く

のものを獲得することができました。 

以下、要点を申し上げますと、１．自治会を回り、住民の皆さんの声を聞くこ

との大切さを改めて再認識いたしました。延べ６８時間は充実した時間であり、

皆さんに感謝いたしているところでございます。 

２．出席して下さった方々のご意見から、自分たちが住んでいるこの竜王町に

愛着心を持って下さっており、住みよい、暮らしよいまちにしたいとの強い思い

が伝わってまいりました。 

３．３２自治会、人口１万３,０００人余りの小さな竜王町ではありますが、

各自治会の置かれている状況は、千差万別であります。今後においても、きめ細

かい個々の対応と施策が不可欠であると認識したところであります。 

４．第五次総合計画は「人と人口」に焦点を当て、１０年後の人口１万４,０

００人をめざす計画となっておりますが、皆さんのご理解を得られ、実行にあた

っては、町民参加による計画・実行・評価・改善といったＰＤＣＡサイクルの循
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環により進捗管理を行ってまいりたいとの私どもの訴えに共感していただいた

ことが何よりの収穫であったと判断しています。 

５．本年１０月２９日に今回の懇談会の総括として、まちづくりフォーラムを

開催予定でありますが、「若者定住」・「人口増」を目標に、懇談会でお聞きいた

したご意見を含め、次なる施策を打ち出してまいりたいと考えているところであ

ります。 

以上、第五次竜王町総合計画の実現に向かい、最低でも１年ごとに検証を行い、

数字的な変化を各自治会単位で確認し合い、町行政と自治会が協働で取り組む中

に、新しい地域力が醸成されてくるものと確信するところでございます。 

一方、８月６日には、「ふるさと竜王夏まつり」を実行委員会の皆さんが中心

となって実施していただきました。総勢、約４,５００人の参加をいただいたと

お聞きいたしております。とりわけ、今回は福島県新地町の商工会の方が来町さ

れ、特産品の販売を通じ本町の皆さんと交流を持たれたことが印象に残り、楽し

いひとときでありました。この夏まつりを盛り上げてくださった実行委員の皆様

に感謝申し上げますとともに、議員の皆様にもこぞってご参加賜り、踊りの輪に

加わっていただきましたことに、改めまして衷心より御礼を申し上げる次第でご

ざいます。 

さて、月日の経つのも早いものでありまして、議員の皆様が平成１９年１０月

にご就任いただきましてから４ヵ年が経過し、近く任期満了をお迎えになられる

ことになります。この間、議会活動にご専念いただき、我々行政に携わる者に対

しましても、心からなるご指導とご鞭撻を賜り、誠に厚く御礼を申し上げます。

ありがとうございます。 

本年６月定例会にて、議長様・副議長様を中心に自ら議会の改革を訴えられ、

議会基本条例の制定にこぎつけていただきました。私といたしましても皆様のご

姿勢と進取のお取り組みに、心より敬意を表するものでございます。 

最後に、第２回定例会後のまちの主なる動きを、かいつまんでご報告申し上げ

たいと存じます。 

総務政策部門におきましては、繰り返しますが、５月１６日～８月１７日、第

五次竜王町総合計画にかかる「まちづくり地域懇談会」を実施いたしました。 

６月１２日、竜王町消防ポンプ操法大会を開催いたしました。 

６月２１日、近江八幡市・竜王町地方バス対策地域連絡協議会において、八幡

竜王コミュニティ路線の全線がＪＲ近江八幡駅南口発着に変更され、８月２２日
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から実施されます。 

６月２７日、竜王町地域情報・防災情報システム施設等整備検討委員会が設置

され、今年度末を目途に整備方針等をまとめる予定となっております。 

７月５日、竜王町農業委員会委員一般選挙が告示され、届出のあった候補者が

選挙すべき委員の定数を超えなかったため無投票となり、７月２０日から第２１

期農業委員として就任いただきました。 

７月２３日、町自治会連絡協議会防災研修として、自治会長・町職員により町

内弓削地先の日野川および山之上大谷池の現地視察ならびに講演会を実施しま

した。 

７月２５日、篠原駅周辺都市基盤整備推進協議会総会にて、駅舎改修ならびに

アクセス道路整備工事の着手・完成時期が決定しました。 

広報８月号にて、「交竜の郷あえんぼ賞」表彰について募集要項を告知いたし

ました。 

次に、住民福祉部門でございます。竜王町内の小学校および中学校特別支援学

級ならびに特別支援学校に在籍する障がい児を対象に、７月２１日より夏季休暇

中の通算２０日間にわたり、鵜川ふれあいプラザならびに町公民館でサマースク

ールを開校しています。また、竜王町における高齢者福祉施策の総合的な計画と

して位置づける「第５期竜王町高齢者保健福祉計画」を策定するにあたり、７月

２１日に第１回目の竜王町高齢者保健福祉計画策定委員会を開催し、策定への取

り組みを開始いたしました。 

最後に教育委員会では、７月２日、「少年の主張 竜王町大会」を開催しまし

た。 

７月２６日、平成２３年度竜王町中学生国際交流派遣事業結団式が開催されま

した。１３名が１０月１日から１０月８日まで、姉妹都市でありますスーセーマ

リー市を訪問予定であります。 

７月３１日、「第１回竜王町子ども英語暗唱大会」を開催しました。小学生１

６名、中学生９名の参加がありました。 

月が変わりますと、９月初旬には竜王町議会議員一般選挙がございますので、

竜王町議会の定例会の招集期月に関する規則に基づきまして、本定例会を８月に

繰り上げさせていただき招集させていただいたところでございます。 

なお、本定例会では、条例の制定および改正に関しましての案件が４件、補正

予算に関しましての案件が４件、決算認定に関しましての案件が１件、町道路線
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の認定および変更に関しましての案件が２件、合計１１件の案件の提出と追加案

件の提出を予定させていただいております。何とぞ慎重なるご審議を賜り、お認

めをいただきますようお願い申し上げまして、開会のごあいさつといたします。

どうかよろしくお願い申し上げます。 

○議長（寺島健一） これより本日の会議を開きます。 

 皆さんのお手元に議会諸般報告書を配布いたしましたので、よろしくお願いい

たします。なお、説明は省略いたしますので、ご了承願います。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（寺島健一） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第１１８条の規定により、８番 若井敏子議員、９番 岡山富男議員

を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ２ 会期の決定 

○議長（寺島健一） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から８月３０日までの１３日間

といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（寺島健一） ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日か

ら８月３０日までの１３日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配布いたしました日程表により

会議を進めてまいりたいと思いますので、ご協力のほどをお願い申し上げます。 

 それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第４０号 竜王町暴力団排除条例 

日程第 ４ 議第４１号 竜王町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議第４２号   竜王町税条例および竜王町税条例の一部を改正する条例の

一部を改正する条例 

日程第 ６ 議第４３号 竜王町企業立地促進のための固定資産税の特例に関する条

例の一部を改正する条例 
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日程第 ７ 議第４４号 平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第３号） 

日程第 ８ 議第４５号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第１号） 

日程第 ９ 議第４６号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

補正予算（第２号） 

日程第１０ 議第４７号 平成２３年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第１１ 議第４８号 平成２２年度竜王町水道事業会計決算認定について 

日程第１２ 議第４９号 町道路線の認定について 

日程第１３ 議第５０号 町道路線の変更について 

〇議長（寺島健一） 日程第３ 議第４０号から日程第１３ 議第５０号までの１１

議案を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま一括上程いただきました議第４０号から議第５０号ま

での１１議案につきまして、順を追って提案理由を申し上げます。 

まず、議第４０号から議第４７号までの８議案につきまして、提案理由を申し

上げます。 

議第４０号、竜王町暴力団排除条例の制定につきましては、滋賀県では、暴力

団が県民生活および社会経済活動に介入し、県民等に多大の悪影響を与えていま

すことから、暴力団の排除を推進して、県民生活の安全と平穏を確保し、社会経

済活動の健全な発展に寄与することを目的に「滋賀県暴力団排除条例」が制定さ

れ、本年３月２２日に公布、８月１日に施行されました。 

この滋賀県条例の制定にあわせまして、県下各市町におきましても、暴力団排

除条例の制定に向けた取り組みが進められております。竜王町におきましても、

暴力団の排除に関しまして、「暴力団を利用しない」、「暴力団に協力しない」、「暴

力団と交際しない」の３つの基本理念を定めることとあわせて、町の責務、町民

等の役割を明らかにすることで、暴力団の排除を推進し、町民生活の安全と平穏

を確保し、社会経済活動の健全な発展に寄与することを目的として新規制定をす

るものです。 

次に、議第４１号、竜王町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例につきましては、昭和３６年に制定されたス

ポーツ振興法の全部改正が行われ、「スポーツ基本法」として平成２３年６月２

４日に公布されました。この改正により、スポーツ振興法で定められていた「体
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育指導委員」が、スポーツ基本法では「スポーツ推進委員」と改められたことか

ら、竜王町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の別

表中「体育指導委員」を「スポーツ推進委員」に改めさせていただくものでござ

います。 

次に、議第４２号、竜王町税条例および竜王町税条例の一部を改正する条例の

一部を改正する条例につきましては、「現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対

応して税制の整備を図るための地方税法等の一部を改正する法律」および「地方

税法の一部を改正する法律」が制定公布されたことに伴う一部改正、および環境

保全のため、環境に与える負荷が少ない軽四輪自動車にかかる軽自動車税の減免

を行うための一部改正をするものでございます。 

改正の主な内容につきましては、租税罰則の見直しに伴い、過料を「３万円以

下」から「１０万円以下」に引き上げること、寄付金税額控除の適用下限を「５,

０００円」から「２,０００円」に引き下げること、東日本大震災により受けた

固定資産等の損失について特例の措置が講じられたこと、ならびに環境保全につ

なげるため一定の環境および燃費基準を満たす軽四輪自動車について、平成２４

年度から３年間、軽自動車税の減免を行うもの等でございます。 

次に、議第４３号、竜王町企業立地促進のための固定資産税の特例に関する条

例の一部を改正する条例につきましては、昨年度に新たな企業優遇措置「竜王町

企業立地促進のための固定資産税の特例」を創設、およびそれに伴う条例の制定

をさせていただきましたが、その「竜王町企業立地促進のための固定資産税の特

例に関する条例」第７条におきまして、重複適用の禁止として、「竜王町企業立

地促進のための固定資産税の特例に関する条例の適用を受けた事業者は、竜王町

産業振興条例による奨励措置を受けることができない」と規定されておりました。

この「竜王町産業振興条例」が平成２３年４月１日に廃止され、新たに「竜王町

産業振興にかかる特別措置に関する条例」が同日施行されたことにより、「竜王

町企業立地促進のための固定資産税の特例に関する条例」第７条中の「竜王町産

業振興条例」を「竜王町産業振興にかかる特別措置に関する条例」に改めさせて

いただくものです。 

次に、議第４４号、平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第３号）につきま

しては、現在お認めをいただいております補正予算（第２号）までの歳入歳出予

算額が４９億２,５０１万７,０００円でございます。今回、総額に歳入歳出それ

ぞれ２,２０２万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
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４９億４,７０４万４,０００円といたしたいものでございます。 

今回の補正予算の主なものといたしましては、総合庁舎維持修繕事業における

庁舎エアコン・照明器具等設置にかかる工事請負費の増額、コミュニティ助成事

業助成金の減額、国民健康保険事業特別会計の事業勘定に対する繰出金、家庭用

ＬＥＤ電球購入促進事業補助金、町障害者生活支援センター設置委託料のそれぞ

れ増額、しが地域支え合いづくり促進事業交付金を活用した緊急通報システム端

末機の整備等に要する経費等の増額、国の制度拡充による日本脳炎予防接種委託

料、町道路面表示等設置にかかる工事請負費、防災資機材整備費のそれぞれ増額

をお願いするものでございます。 

次に、議第４５号、平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第１号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算

の歳入歳出予算額が１０億１,４００万円でございます。今回、総額に歳入歳出

それぞれ２,１５６万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１０億３,５５６万８,０００円といたしたいものでございます。 

まず、歳出でございますが、医療費の増加に伴いまして、保険給付費の退職被

保険者療養給付費が１,５９５万８,０００円、一般被保険者療養費が５０万５,

０００円、審査支払手数料が８万１,０００円、退職被保険者等高額療養費が２

２１万円のそれぞれ増額でございます。また、葬祭費については、今年度中の見

込み件数により３０万円の増額、出産育児一時金については今年度中の出産見込

み件数により１６８万円、支払手数料が１,０００円のそれぞれ増額でございま

す。 

後期高齢者支援金については、今年度の額の決定により１９万円の増額でござ

います。 

保健事業費につきましては、特定健診にかかる受診率向上対策として特定健康

診査等事業費を２２万３,０００円、保健衛生普及費を２６万円、それぞれ増額

でございます。 

また、平成２２年度出産育児一時金補助金の精算により返還金が生じましたの

で、償還金を１６万円の増額でございます。 

歳入におきましては、出産育児一時金の増加に伴い、国庫補助金である出産育

児一時金補助金が４万円の増額でございます。 

次に、退職被保険者の保険給付費の財源となるものでございますが、療養給付

費等交付金が８２８万６,０００円の増額でございます。 
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特定健診等の保健事業費の財源といたしまして県補助金の財政調整交付金が

４８万３,０００円、出産育児一時金の財源として一般会計からの繰入金１０９

万３,０００円、その他の財源として繰越金が１,１６６万６,０００円のそれぞ

れ増額でございます。 

次に、議第４６号、平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

補正予算（第２号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算

の歳入歳出予算額が、歯科においては４,９２０万円でございます。今回、総額

に歳入歳出それぞれ１０３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ５,０２３万円といたしたいものでございます。 

歳出におきましては、職員の産前産後の休暇取得に伴う代替職員の雇用にかか

る共済費１４万３,０００円、賃金８８万１,０００円、歯科衛生士の白衣購入の

ための被服費６,０００円のそれぞれ増額でございます。 

続きまして、歳入におきましては、歳出の財源といたしまして、繰越金が１０

３万円の増額でございます。 

次に、議第４７号、平成２３年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号）

につきましては、現在お認めをいただいております当初予算額は６億１,４７０

万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ５１７万７,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億１,９８７万７,０００円といた

したいものでございます。 

歳出におきましては、高額医療合算介護サービス費が３０万円、平成２２年度

における第１号被保険者保険料の還付金が１０万９,０００円および平成２２年

度介護給付費負担金等の精算に伴う償還金が４７６万８,０００円のそれぞれ増

額でございます。 

歳入におきましては、高額医療合算介護サービス費にかかる介護給付費国庫負

担金が６万円、介護保険調整交付金が１万５,０００円、介護給付費交付金が９

万円、介護給付費負担金が３万７,０００円、介護保険給付費繰入金が３万８,０

００円、繰越金が４９３万７,０００円のそれぞれ増額でございます。 

以上、議第４０号から議第４７号までの８議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、議第４４号につきましては、詳細について担当課長

より説明させますので、よろしくご審議を賜り、ご承認をいただきますようお願

い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（寺島健一） 松瀬総務課長。 



 - 11 - 

○総務課長（松瀬徳之助） ただいま町長から、平成２３年度竜王町一般会計補正予

算（第３号）について、提案理由の説明があったわけでございますが、さらにそ

の内容についてお手元配布の補正予算の概要により説明させていただきます。 

補正予算の主な内容といたしましては、まず歳入予算では、国庫支出金として、

障害者自立支援給付費の精算による過年度障害者自立支援給付費負担金が７６

万４,０００円、障害者地域生活支援事業交付金が１２１万３,０００円のそれぞ

れ増額、県支出金として、地域グリーンニューディール基金交付金が３８４万円、

障害者地域生活支援事業交付金が６０万６,０００円、しが地域支え合いづくり

促進事業交付金が４３４万５,０００円のそれぞれ増額、また、助成金の交付決

定によりコミュニティ助成事業助成金が１５０万円の減額、前年度繰越金が１,

１５２万５,０００円の増額等でございます。 

次に、歳出予算の主なものといたしましては、地域グリーンニューディール基

金交付金を活用した庁舎の維持修繕として省エネタイプのエアコン・照明器具等

設置工事が４５３万円の増額、財団法人自治総合センターからの助成金を受けて

実施するコミュニティ助成事業助成金が交付額の決定により１５０万円の減額、

しが地域支え合いづくり促進事業交付金を活用した事業のうち、ひとり暮らし高

齢者等への緊急通報システム用端末機の整備に要する備品購入費、救急医療情報

キットの整備に要する需用費等、生活支援事業が３２２万１,０００円、国民健

康保険事業特別会計（事業勘定）における出産育児一時金の支出見込み増に伴う

国保特別会計事業勘定繰出金が１０９万３,０００円、地球温暖化および電力消

費抑制を促進するため家庭用ＬＥＤ電球購入促進事業補助金ならびに諸費用が

１２９万４,０００円、予防接種法関係法令の改正により麻しん・風しんおよび

日本脳炎の予防接種年齢の拡大による対象者の増加により医療機関への予防接

種委託料が１３５万８,０００円、町道西通り線他３路線の交差点での交通事故

が頻発する箇所について交通管理者との協議の結果、緊急的に路面表示等を設置

するための道路橋梁維持補修事業が１００万円、災害時備蓄用生活用品の補充な

らびに原子力災害時におけるヨウ素剤および放射線測定用線量計の購入費等、防

災資機材整備事業が１６８万１,０００円のそれぞれ増額をお願いするものでご

ざいます。 

以上、簡単ではございますが、議第４４号、平成２３年度竜王町一般会計補正

予算（第３号）の内容説明といたします。よろしくご審議を賜り、ご承認をいた

だきますようお願い申し上げます。 
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〇議長（寺島健一） 竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 続きまして、議第４８号、平成２２年度竜王町水道事業会計決

算認定につきまして提案理由を申し上げます。 

平成２２年度竜王町水道事業会計の決算につきましては、去る６月３日に町監

査委員の審査を終えまして、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づき議会

の認定に付するものでございます。 

事業の概況、経営状況等につきましては、後ほどその詳細について担当課長か

ら説明させますが、平成２２年度につきましても、常に経営の健全化と施設の効

率的な維持管理に努めてきたところであります。 

収益的収支におきましては、収益が３億９９０万３,１９１円で、費用が２億

８,３６２万７,４３３円となり、２,６２７万５,７５８円の純利益となったもの

でございます。 

以上、議第４８号につきまして提案理由を申し上げたところでございますが、

詳細につきましては担当課長より説明させますので、よろしくご審議を賜り、お

認めいただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

〇議長（寺島健一） 村井建設水道課長。 

○建設水道課長（村井耕一） ただいま町長から提案理由を申し上げました議第４８

号、平成２２年度竜王町水道事業会計の決算内容について、説明を申し上げます。

最初に、平成２２年度の事業の概要につきまして申し上げます。 

水道事業につきましては、常に経営の健全化と施設の効率的な維持管理に努め

事業の運営を行ってまいりました。本年度の給水人口は１万２,４３９人で、前

年度と比較して８５人の減少となっています。また、年間総配水量は１９３万８,

０６９㎥であり、前年度より２４４,７２５㎥の増加となりました。そのうち県

水受水量は１９１万２,７６５㎥でありまして、総配水量の９８.７％を占めてお

ります。年間有収水量につきましては１５２万２,７７４㎥であり、前年度より

４万４,４１４㎥の増加でありました。これは、大型商業施設などへの給水によ

るものであります。 

経営状況につきましては、収益的収支の収益の総額は３億９９０万３,１９１

円で、前年度と比較しますと１,７０７万１,８９６円の増加となりました。 

一方、費用の総額は２億８,３６２万７,４３３円で、前年度と比較しますと４

７２万８,０５８円の増加となりました。この費用の増加につきましては、受水

費、減価償却費、支払利息などの増加によるものでございます。 
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以上のことから、収益から費用を差し引いた決算額といたしましては、２,６

２７万５,７５８円の純利益となったものでございます。今後も引き続き、水道

事業の運営につきましてはさらに経費の節減等に努めながら、事業の推進を図っ

て参りたいと考えております。 

それでは、決算書に基づきまして、決算の内容をご説明いたします。 

まず、１ページの平成２２年度竜王町水道事業決算報告書をご覧下さい。第３

条予算の収益的収支の収入でございますが、水道事業収益といたしましては、営

業収益と営業外収益を合わせまして決算額が３億２,４０８万５,７８２円で、そ

のうち仮受消費税は１,４１８万２,５９１円でございます。 

支出におきましては、水道事業費といたしましては、営業費用と営業外費用を

合わせまして決算額が２億９,３８４万５,８００円で、そのうち仮払消費税は９

９６万４,４０９円でございます。 

次に、第４条予算の資本的収支の収入でございますが、資本的収入といたしま

しては、企業債と補助金を合わせまして決算額が５,９３８万２,０００円でござ

います。また、支出でございますが、資本的支出といたしましては、建設改良費

と企業債償還金を合わせまして決算額が１億１,８９０万８,８５０円で、そのう

ち仮払消費税は４７７万８,６５０円でございます。したがいまして、差引、資

本的収入額が資本的支出額に不足する額５,９５２万６,８５０円は、過年度及び

当年度分の損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額で補てんいたしました。 

次に、３ページの損益計算書をご覧下さい。営業収益といたしましては、給水

収益とその他営業収益を合わせまして２億７,９２２万６,８５９円、営業費用と

いたしましては、原水及び浄水費、配水及び給水費、総係費、減価償却費、資産

減耗費およびその他営業費用を合わせまして２億７,２５０万１,６６９円、その

結果、営業利益が６７２万５,１９０円でございます。 

営業外収益といたしましては、受取利息及び配当金、補助金、加入金および雑

収益を合わせまして３,０６７万６,３３２円、営業外費用といたしましては、支

払利息及び企業債取扱諸費の企業債利息と雑支出を合わせまして１,１１２万５,

７６４円で、営業外収支は１,９５５万５６８円の黒字、したがいまして、経常

利益は２,６２７万５,７５８円となりました。 

特別利益、損失はございませんので、当年度純利益は同じく２,６２７万５,７

５８円、前年度繰越利益剰余金は８４０万３,７４２円でございますので、当年

度未処分利益剰余金は３,４６７万９,５００円となるものでございます。 
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次に、７ページの剰余金処分計算書（案）をご覧下さい。これは、地方公営企

業法第３２条第１項で、利益が出た場合におけるその処分について規定されてお

り、利益の２０分の１以上を減債積立金に積み立てるよう義務付けられているも

のでございます。また、任意積立金にも積み立てできるとなっていることから、

積み立てるものです。 

当年度未処分利益剰余金といたしましては、３ページから４ページでご説明申

し上げましたとおり３,４６７万９,５００円で、このうち、減債積立金に１,７

００万円、建設改良積立金に１,７００万円を積み立てたく、ご提案申し上げる

ものでございます。積み立てたといたしますと、翌年度繰越利益剰余金は６７万

９,５００円になります。 

次に、貸借対照表をご覧下さい。まず、資産の部です。固定資産といたしまし

ては、有形固定資産は土地・建物・構築物などを合わせまして２４億２,３３６

万６６１円、無形固定資産は施設利用権のみで９４９万８,１０９円、投資はご

ざいませんので、固定資産合計として２４億３,２８５万８,７７０円となるもの

でございます。 

次に、９ページの流動資産といたしましては、現金預金、未収金および貯蔵品

を合わせまして２億９,０２７万４,９２０円でございます。したがいまして、資

産合計は２７億２,３１３万３,６９０円となるものでございます。 

次に、負債の部です。固定負債といたしましては修繕引当金のみでございまし

て１,５８６万円、流動負債といたしましては、未払金と前受金を合わせまして

９,８１１万５,６２２円でございます。したがいまして、負債合計は１億１,３

９７万５,６２２円となるものでございます。 

次に、資本の部です。資本金といたしましては、自己資本金は繰入資本金と組

入資本金を合わせまして４億２,８３６万９,９４５円、借入資本金は企業債のみ

で５億６,４７４万３,９３７円。したがいまして、資本金合計は９億９,３１１

万３,８８２円となるものでございます。 

次に、剰余金といたしましては、資本剰余金は受贈財産評価額、工事負担金お

よび工事補助金を合わせまして１４億３,９８１万１,８８１円、利益剰余金は減

債積立金、建設改良積立金および当年度未処分利益剰余金を合わせまして１億７,

６２３万２,３０５円でございます。したがいまして、剰余金合計は１６億１,６

０４万４,１８６円となりまして、資本合計は２６億９１５万８,０６８円、負債

資本合計は２７億２,３１３万３,６９０円となるものでございます。なお、１１
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ページから付属書類といたしまして、これらの細部資料を添付いたしております

ので、ご覧いただきたいと思います。 

以上、平成２２年度水道事業会計決算につきまして内容説明とさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（寺島健一） それでは、続きまして決算審査報告をお願いします。吉田代表

監査委員。 

○代表監査委員（吉田定男） それでは、決算審査の報告をさせていただきます。 

決算審査は、去る６月３日に行いました。 

審査内容でございますが、決算審査にあたりましては、町長から提出された決

算書類が、地方公営企業法の規定に則り、企業の財政状態および経営成績を適正

に表示しているか、また、運営面においては予算に沿った執行となっているか、

経済性の発揮ならびに公共性の確保をめざした運営がなされてきたか等に主眼

を当てて審査を行ったところでございます。 

このため、各計数については正確であるかを検証するとともに、関係諸帳簿、

証憑類は定められた規定により適正に処理されているか検査を行い、さらには取

扱金の出納状況や滞納整理状況についても、関係者の説明を聴取しながら実施し

ました。 

審査結果についてでございますが、１．決算諸表について。審査に付された決

算諸表は、水道事業の経営成績および財政状態をおおむね適正に表示しているも

のと認めました。 

２．経営状況についてでございます。 

（１）経営成績について。竜王町水道事業会計の平成２０年度から平成２２年

度までの経営成績の推移は、別表１のとおりでございます。 

平成２２年度については、給水人口は１万２,４３９人となり、前年度比８５

人減少いたしましたが、給水戸数については３２戸増加して３,７５９戸となり

ました。また、配水量については、昨年度大型商業施設の開業もあり、年間１９

３万８,０６９㎥となり、前年度比２４万４,７２５㎥増加しております。有収水

量については年間１５２万２,７７４㎥となり、前年度比４万４,４１４㎥増加し

ております。 

この結果、給水収益を含む営業収益は２億７,９２２万６,８５９円となり、前

年度比７８１万６,７４８円増加しております。また、営業外収益については全

体で３,０６７万６,３３２円となりました。これは前年度比９２５万５,１４８
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円増加しておりますが、主な理由は、町からの補助金収入の増加によるものであ

りました。水道事業収益全体では３億９９０万３,１９１円となり、前年度比１,

７０７万１,８９６円増加となっております。 

一方、費用面を見ますと、営業費用は２億７,２５０万１,６６９円となり、前

年度比４７万９,５８８円の増加にとどまっております。別表１にもあるとおり、

営業利益は６７２万５,１９０円を計上しております。 

営業費用が前年度並みにとどまった理由といたしましては、前年度比較で原水

及び浄水費で１８２万１２３円増加、また、配水及び給水費で１７８万７,８０

６円増加、および減価償却費で７６４万８,７４８円の増加がありましたが、人

事異動に伴う人件費の減少等、総係費が７３７万９,４２４円減少、また、量水

器交換に伴うたな卸資産の除却処分や下水道工事等に伴う固定資産除却費の資

産減耗費が３３５万５,２３５円減少しており、これらによってとどまったもの

でございます。 

このような中、特筆すべきは、配水量の９８.７％を賄っております県水の受

水率が、１６年振りに１００％超となり、未達料金支払いによる受水単価アップ

の解消と受水単価の軽減が図られたことでございます。県水の契約水量は年間１

８９万４,３５０㎥ですが、今年度の使用水量が１９１万２,７６５㎥となり、受

水単価が㎥当たり、昨年度の１０７.７０円から今年度は９４.１６円と、大幅に

改善されました。 

この結果、支出の部、水道事業費は２億８,３６２万７,４３３円となり、前年

度比４７２万８,０５８円の増加にとどまっております。 

以上から、経常利益は２,６２７万５,７５８円となり、前年度比１,２３４万

３,８３８円と、大きく改善しております。 

（２）予算執行状況についてでございます。収益的収支のうち支出面において

多くの不用額が発生しておりますが、諸経費の節減努力によるものとあわせまし

て、一部の項目において見込額より少なかったことが主な理由であります。事業

の性格から見まして、やむを得ないものと判断いたしますが、今後は不用見込額

の一層の減額補正に努めるとともに、予算の編成段階から収益的収支また資本的

収支とも項目ごとに十分検討を行ったうえで予算計上されることが必要である

と判断いたしました。 

（３）一般会計からの補助金についてでございますが、平成２２年度中におけ

る一般会計からの補助金は２,３７９万３,０００円であり、前年度比７９９万３,
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０００円増加しておりました。 

（４）有収水量の推移についてでございます。平成２２年度の有収水量は１５

２万２,７７４㎥となっており、前年度比４万４,４１４㎥増加しております。ま

た、有収率は７８.６０％となりました。有収水量・有収率とも、企業としての

収益性を高めるための重要な項目であり、今後とも継続してこれらの向上のため

に努力されることが必要と判断いたします。 

次に、（５）経営効率についてでございます。竜王町水道事業会計における効

率性を判断する指標といたしまして、有収水量、営業収益および給水人口の職員

１人当たりの数値があります。平成２２年度の場合、人事異動に伴う職員数１名

減により、これらの数値が下にあります第２表ではいずれも著増しておりますが、

実質的にも効率性は高まったものと見ております。 

ところで、これらの指標は水道事業における労働生産性を最も端的に表すデー

タであると考えますので、本データをもとにして県内他町の平均や全国の同規模

町村平均と比較検討され、当町の状況把握を今後とも継続されることを希望しま

す。 

（６）未収金及び不納欠損処理についてでございます。平成２３年１月末現在

の使用料未収金は２,２２３万５,１９８円となっており、前年同月比較３０万５,

３２３円減少しております。今後についても実効ある対策を継続的に実施され、

未収金の減少とともに収益性の向上にも寄与されることが必要であると考えま

す。 

なお、平成２２年度の不納欠損処分は７件、１０万８,２０３円が処理されて

おります。処理の内容は、いずれも規定に則って適正に処理されていることを認

めました。 

３．財政状況についてでございます。竜王町水道事業会計の平成２０年度から

平成２２年度までの財政状況の推移は、別表２のとおりでございます。 

平成２２年度は、地震・防災等への対策として、山中配水池の耐震補強工事や

緊急遮断弁設置工事、配水管施設の受贈が行われたこと等によって、有形固定資

産勘定で８,７６０万４,６９０円増加しておりますが、資本勘定ならびに剰余金

の増加分にて賄われており、財務管理面から見ても堅実に管理されていると言え

ます。 

（１）財務比率の推移についてでございます。次に、水道事業会計における短

期流動性、長期健全性の良否を示す比率を算出しますと、第４表のとおりでござ
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います。 

当町の水道事業における短期流動性の良否を示す流動比率については、過去３

カ年とも１５０％以上を維持しており、短期支払能力は良好に推移していると言

えます。 

また、財務の長期健全性の良否を示す自己資本構成比率は各年度とも７０％以

上を維持しており、この比率を補完する固定資産対長期資本比率も９０％台を維

持していることから、良好に推移していると見ることができます。 

（２）企業債についてでございます。平成２０年度から平成２２年度における

企業債の発行、償還ならびに残高については、第５表のとおりでございます。 

平成２２年度の発行額は４,０００万円で、償還額は１,８０６万５,８９０円

でありました。特に償還については、計画のとおり順調に償還されているものと

認めました。 

最後に、審査の意見でございますが、審査にあたり、関係諸帳簿との照合、計

数の確認を慎重に行いましたが、特に指摘すべき事項は見当たりませんでした。

また、諸経費については、節減のため努力されていることは感じることはできま

した。ただ、貯蔵品の在庫管理については、効率的な入出庫およびたな卸確認が

実施できるよう、日々整理整頓されるよう努めていただきたいと思いました。 

平成２２年度の業況については、前述しましたとおり、大型商業施設の開業等

に伴い営業収益が大きく増加いたしましたが、営業費用は前年度程度に抑制され

た結果、経常利益は２,６２７万５,７５８円となり、前年度比１,２３４万３,８

３８円と、大きく改善したところでございます。 

今後とも引き続き水道事業会計が安定的に収益を確保されるよう、費用面の管

理をなお一層きめ細かく徹底していくことが求められると考えます。 

以上をもちまして、決算審査報告とさせていただきます。ありがとうございま

した。 

〇議長（寺島健一） 引き続き提案理由の説明をお願いします。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 続きまして、議第４９号、町道路線の認定につきましては、岡

屋地先県有地の工業団地の事業推進を図るべく、町道認定をお認め願うものです。 

ご承知のとおり、現在、岡屋地先の県有地は、環境アセス調査・文化財調査等

が行われており、また、基本計画の見直しが進められているところであります。 

当路線は、滋賀県ならびに滋賀県土地開発公社が、（仮称）竜王岡屋工業団地

の基本計画の中で幹線道路として位置づけられている道路で、滋賀県ならびに滋
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賀県土地開発公社から、土地利用等の関係からも町道としての位置づけの要請も

あり、さらに事業推進を図る観点から、町道仁殿線として新規の認定をお願いす

るものです。 

次に、議第５０号、町道路線の変更につきましては、第五次竜王町総合計画が

めざす人口増の大きな柱であります「若者定住」を図る住宅施策推進の取り組み

の中で、集落周辺での住宅建設を進めるにあたり、集落の外周に町道路線の一部

を振り替えるために、変更認定をお認め願うものです。 

以上をもちまして、議第４０号から議第５０号までの１１議案につきまして、

順を追って提案理由を申し上げましたので、よろしくご審議を賜り、ご承認をい

ただきますようお願い申し上げます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（寺島健一） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

本日の議事日程は、全部終了いたしました。これをもって本日の会議を閉じ、

散会いたします。 

大変ご苦労さまでございました。 

散会 午後２時１０分 


